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准教授 青木 洋介 日本学術振興会科学研究費

補助金

基礎研究 メチシリン耐性黄色ブドウ球菌による

院内肺炎の診断と抗菌薬治療閾値に関

する研究．

650

教 授 出原 賢治 平成20年度文部科学省科学

研究費補助金

基盤研究 アレルギー疾患の病態形成に関与する

新規エフェクター分子の機能解析．

1,850

教 授 出原 賢治 平成20年度独立行政法人科
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携システム
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産学共同シー

ズ イ ノ ベー
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ロジェクト
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